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          戦後日本外交の展開とスポーツ 

 
                       池井 優 
 
Ⅰ） 外交に果すスポーツの役割 
 
１） 国威発揚―ナショナリズムの盛り上げ 
２） 国家の宣伝―ベルリンオリンピック（１９３６） 
３） 友好・交流の手段―米キューバ野球交流（１９９９） 
４） 正当性の獲得―ソウルオリンピック（１９８８） 
５） 外交の手段のひとつ―米中“ピンポン外交”（１９７１） 

 
Ⅱ） 占領下の日本スポーツ 
 
 １） 武道の弾圧 

a） 学校における武道（剣道、柔道、弓道、薙刀）の全面禁止 
 b） 大日本武徳会の解散 

 ２） 外来スポーツの奨励 
a)  軟式野球用ボールゴムの優先配給 
b) ＮＨＫラジオ第２放送の活用 

３） 日本水泳陣の活躍 
 a） 日本水泳選手権大会の開催（１９４８．８）―ロンドン五輪への対抗 
 b） 全米水泳選手権大会への参加（１９４９．８）―フジヤマのとびうお 

４） サンフランシスコ・シールズの来日（１９４９．１０） 
 
Ⅲ） 冷戦下の日本外交とスポーツ 
 
１） プロレスブーム―ヒーロー力道山 
２） オリンピック招致への動きと失敗―国際社会復帰をめざして 
３） 日中スポーツ交流―政経分離の下で 
４） 岸・アイゼンハワー“ゴルフ”会談（１９５７．６） 
５） 東京オリンピックの開催（１９６４）―「フジヤマ、ゲイシャからシンカンセン

の日本」 
６） モスクワオリンピック“ボイコット”（１９８０）―「一番安上がりな対米協力」 



 
Ⅳ） ポスト冷戦下の日本外交とスポーツ 
 
１） オリンピックの変質 
２） 野茂・イチロー・松井の活躍―「１００人の大使に勝る」民間外交官 
３） ワールドカップの日韓共同開催（２００２）―日韓相互イメージの変化 
４） ＷＢＣの開催（２００６）―野球のグローバル化 

 
Ⅴ） 結び 
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